
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第 10号 

令和３年１２月２２日（水） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「自分で考える」 

教頭 植 田 資 世 

 

令和３年も年の瀬が近づいてきました。今年も緊急事態宣言等により行事の延期や部活動の休止

などありましたが、全国学力・学習状況調査や中体連、吹奏楽コンクール等は実施されるなど昨年

よりも歩みのある１年でした。未だ withコロナの最中ですが長万部中学校は着実に歩を進め、年末

年始の節目を迎えることができました。ひとえに保護者と地域の皆様、長万部町のご支援によるも

のと心より感謝申し上げます。 

 

「節目」という言葉から「節」に関わることを調べてみましたら様々な知識を得ることができま

した。例えば「節句」という言葉。５月５日の「端午の節句」が浮かびますが「節句」はこの他に

「桃の節句（３月）」や七夕の節句（７月）など年間に５回もあるようです。勿論この正月も「人日

の節句」と言われます。そして五節句のお祝いの料理がお節（せち）料理と言うわけです。 

コロナ禍でも「第５波」、「第６波」など感染の「節目」のようなものができてしまいました。こち

らはそのたびに心を悩まされます。学校もこれまでにこの波にずいぶんと翻弄されてきました。し

かし「節（せつ）」にはこんな意味もあるそうです。『自己の信ずる考え、志、行動などを貫き通して

変えないこと』。つまり、「節目」とは自分の思いや考え、志が間違った方向に向いていないかを再

確認するための機会であると考えられます。 

本日の集会では生徒の皆さんに、「自分で考える」ということを伝えました。正月という節目にあ

たって、何が正しくて何が間違っているのか、何がしたいのか、何をすべきなのか。まずは自分の

心でしっかりと考えて欲しいのです。失敗しても構いません、そこから責任感が育ちます。たくま

しさが育ちます。「自分で考える」。冬休みは絶好の機会です。 

 

長期休業明けの直後は生徒にとって生活環境等が大きく変わる契機になりやすく、精神的動揺が

生じやすいと考えられます。１８歳以下の自殺は長期休業明け直後に急増する傾向があることから、

学校や地域家庭において生徒への見守りをきめ細かく行うことが大切です。休み中は子どもたちの

命を守るよう、きめ細かな見守りをお願いいたします。 

 

来年もコロナに負けず、さらに歩を進める１年となりますように。 

皆様 佳いお年をお迎えください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども相談支援センター     0120-3882-56 

「少年相談110番」      0120-677-110  

子どもの人権110番      0120-007-110 

チャイルドラインほっかいどう  0120-99-7777 

こころの電話相談        0570-064-556 

北海道いのちの電話       011-231-4343 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 日（土）元日 学校閉庁日～3日 

 ８日（土）ソロ・アンサンブルコンクール 

１０日（月）成人の日 

１３日（木）学校再開 冬季休業後集会 

１４日（金）3年学年末テスト 

１８日（火）専門委員会 

１９日（水）会議日 

２１日（木）会議日（6ｈ日課） 

２２日（土）英語検定 

２４日（月）校内授業研（2，3年給食後下校） 

２５日（火）スキルアッププロジェクト 

２６日（水）会議日 

２７日（木）ＳＣ来校日 

２８日（金）授業参観日 昼清掃 

２９日（土）卓球学年別大会 

３０日（日）道南地区吹奏楽コンテスト 

３１日（月）教育相談① 

 

 

 

主な相談窓口 

表 彰 

社
明
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
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 各種作文の表彰がありました。社明作文では奨励賞に3年伊藤優希さん、努力賞に金谷すみれさん・松井力輝

さん・浅井菜々夏さん・小山未來さん・武藤春風さん・福澤 澪さん・鈴木梨央さん。そして人権作文では優秀

賞に 1 年木戸惟愛さんがそれぞれ受賞しました。様々な場面で長中生徒が活躍しています。この他に表彰はな

くても、挨拶が素晴らしい生徒、姿勢が模範的な生徒など輝いている生徒がたくさんいます。 

 

 今年度も赤い羽根募金に取り組み、先日社会福祉協議

会に提出しました。募金した一人一人の「気持ち」を生

徒会役員が代表して提出しました。新生徒会はいじめ撲

滅集会など積極的な動きが素晴らしく、すでに新たな取

り組みにも着手しているようです。期待しています。 

 

 

「きもち」を届ける 

 

冬休みが始まり学校生活を離れ、家庭

中心の生活となります。受験、進学、進

級、いじめ問題、また、感染症拡大に伴

うものなど様々な不安や悩みについて、

生徒も保護者も相談できる各種相談窓

口の連絡先をお知らせします。 

 


